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論文内容の要旨

本論文は、主観評価が長期的インセンテイプに果たす役割を明らかにするため、日本

の上場企業一社における人事データを用いて、 (1)主観評価に対する過去の情報の影

評、 (2) 主観評価の識別力に関する継時的な変化、という 2つの研究課題について、

仮説をたて定屈的な検証を行う研究である。

第 1章では、イントロダクションとして、研究の背景、目的及び結果の要約、研究

の貢献を提示した。企業経営において、企業に所属する人々が企業目的に適合した行

動をとるように、逝切な業紹評価とインセンティブを組み合わせることは企業にとっ

て重要な課題であるとされる。この課題の中でも、本論文が主観評価と長期的インセ

ンテイプの関係に注目した学術的背景、ぉよび得られた結果とその含意について説明

している。

第 2章では、業績評価とインセンティブの関係についての実証研究をレビューし、

本論文の研究目的および課題を明確にした。具体的には、主観評価と長期的インセン

テイプに関する各先行研究の分析結果および含意を確認したうえで、現実の企業にお

いて昇進・昇格・昇給といった長期的インセンティブには、従業員の能力や成果に対

する上司の査定といった形で主観的な評価が採用により決定されることが多いにも

関わらず、職務配置の変更を伴わないこれらの長期的インセンテイプの決定に、なぜ

主観評価が採用されるのかについて、先行研究の結果のみでは十分に答えることがで

きない点を指摘している。こうした学術的背景を踏まえたうえで、本論文では、長期

的インセンティブの決定において重要となる、識別力という点に関して主観評価が俊

れているとの議論を展開している。

第 3章では、時間が経過することで主観評価の識別力が高まるという効果に注目

し、二つの仮説を導出している。一つ目の仮説は主観評価が過去の情報を取り入れる

という仮説であり、二つ目の仮説は主観評価が過去の情報を取り入れることで、その

識別力が向上するという仮説である。

第 4章では、リサーチ・サイトの業績評価システムの概要、分析で使用する変数の

操作化および仮説の検証方法について記述している。

第 5章では、サンプルの要約統計量について記述したのち、各仮説の検証を行って

いる。まず、主観評価が過去の情報を取り入れるという一つ目の仮説については、主



観評価を披説明変数とする重回帰分析により検証を行っており、前期成果もしくは前

期昇格といったポジティブな梢報が過去にあった場合、その従業員の当期主観評価が

有意に高くなるという結果が得られている。この結果は、等級などの変数や従業員の

固定効果をコントロールした上でも有意であった。次に、主観評価が過去の情報を取

り入れることで、時間経過により主観評価の識別力が向上するという仮説について

は、上位および下位グループの主観評価の時系列推移をプロットすることで可視化を

行っている。さらに、各グループ内の平均値および標準偏差をもちいることで、主観

評価の識別力について仮説検証も行っている。検証の結果、時問経過とともに各グル

ープの主観評価の差は時間とともに増加し、かつ上位グループ内の標準偏差は時間と

ともに小さくなっていくという傾向が見られ、本論文での主張が指示されていた。

第 6章では、第 5章で得られた主観評価に関する分析結果が上司のえこひいきや認

知バイアスの影響を強く受けていないことを示すため、追加分析を行っている。具体

的には、分析期間の前半年度に受けた主観評価が、分析期間の後半年度における成果

を予測できるかを検証することにより、上司により決定される主観評価が妥当なもの

であるかどうかを検証している。

第 7章では、結果を要約した後、研究の貢献および限界について記述している。本

論文は、業紐評価に関する研究分野において研究蓄栢のある、主観評価、業績評価の

時系列的特性、および長期的インセンティブに関する分野について実証的証拠を提示

した点の貢献があるとしている。一方で、過去の情報を公式的に利用する客観評価や

学習の影孵などを考慮していない点、および離職した従業員の評価が観測できない生

存バイアスの影響について、本論文の限界があるとしている。

論文審査の結果の要旨

本論文は、業績評価およびインセンテイプ・システムの設計という研究分野におい

て、主観評価と長期的インセンテイプの関係に注目し、主観評価が昇進・昇格・昇級

といった長期的インセンテイプに果たす役割を、実証的な証拠をもって明らかにした

研究であるといえる。本論文の貢献は以下の二点である。

まず、本論文は主観評価に関する一連の研究に貢献がある。主観評価に関する研究

は、 えこひいきや認知バイアスなど、 その負の側面を捉える研究が多い一方で、主

観評価が果たす役割について取り扱った経験的研究は多くない。しかし、現実の企業

では様々な場面で主観評価が多用されており、主観評価に関する一連の研究は、なぜ

主観評価がこれほどまでに現実で採用されているのか、その役割について十分な経験

的証拠を提示できているとは言い難いという学術的背尿があった。本論文では、主観

評価が過去の梢報を取り入れることで、能力の高い従業員と低い従業員を識別できる

という役割に注目することで、主観評価の役割の一つを明らかにできた点は本論文の

貢献の一つである。

次に、本論文は長期的インセンティブに関する研究文脈にも貢献がある。これまで

の研究結果では、昇給や昇格といった職務内容の変更を伴わない長期的インセンティ

プに、上司の主観評価が利用されるのはなぜかという疑問には答えることができなか

った。本論文では、報酬の支払いが長期に渡る長期的インセンテイプにおいては梃秀

な従業員が誰であるかを判断することが重要であり、この点において過去の情報を取

り入れ、時問が経過することで従業員の能力に対する識別力が向上する主観評価が

適していると主張している。本論文のこの結果および主張は、これまでの先行研究で

は明らかにされていなかった業績評価と長期的インセンテイプの関係を説明してい

るという点において貢献がある。

本論文の仮審査時における主要な問題点は、 (I)仮説検証における上位および下位

グループの相関構造が同じであるかどうか不明であること、 (2)分析結果における上

位グループ内の標準偏差が小さくなるという傾向が上位グループの成果向上の影孵

を受けている可能性があること、というものであった。しかし、これらの点について

は追加で分析を行っており、ともに十分な追記および修正がなされていた。

本論文における課題として、 1社を研究対象としたことによる外的妥当性の問題が

ある。本論文の成果のうち、一般的な知見が何であるのか、リサーチ・サイト特有の

知見は何であるのかは、本論文の結果のみからは判断できない。しかし、このような

限界は、企業のアーカイバルデータを利用した研究に共通するものであり、本論文の

価値を損なうものではない。本諭文は主観評価と職務配置を伴わない長期的インセン

テイプとの関係について検討した先駆的な研究である。本論文の成果が公表され、他

の組織での研究が続くことにより、本論文の価値はより高まっていくであろう。



以上の理由から、審査委員は、本論文の著者が、博士（経営学）の学位を授与されるに

十分な沢質を持つものと判断する。
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